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サンマ棒受網におけるF.R. P.製向竹実用化試験

田村 JI寿・花戸J忠夫・飯田降重

はじめに

サンマ棒受網漁業は本県の代表的業種の 1つである

が、昭和40年以降漁業労働力は急激な減少傾向をたど

り、昭和40年に 1隻乎均22-28名で操業していたもの

が、昭和49年には16-19名にまで減少している。しか

し、様受網漁具は従来からほとんど変らず、中でも向

竹は孟宗竹を束ねて使用している関係で重量がかかる

うえに取扱いにくく、製作にも相当の人数と広い面積

を必要とするため軽量で;取扱いやすいものが求められ

てきた。このため、すでに「サンマ漁業省力化研究会J

引3kbいて F.R.P.製向竹の利用が報告されている。し

かし、いまだに詳及していないのが現状である。4>

当J晶では昭和49年度に簡易F.R.P.製向竹の海上試験

を実施したが、これらの試験をもとに新興化学工業側

で試作した F.R.P.製向竹の実用化試験を昭和50年、 51

年の 2年にわたり本場指導船第2ちば丸で実施したの

で、その結果を報告する。

試験に際し F.R.P.向竹を試作し提供された新興化学

工業附に対し感謝する。

イプで内部にウレタン発泡青jを充填したもので規格は

表1に示したとおりである。
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図 1 ERP.向竹の構造

試験はこれらを6本接続し使用した。また、機造は図

1のとおりである。サンマ棒受網漁具は図2に示した

とおりである。

方法

材料 たわみの測定は向竹(6本接続し長さ23.95m)中心

供試F.R.P.向竹は新興化学工業(附(本社福井市二の 点をクレーンで吊りあげ床面との距離を測定した。

宮2丁目 7番1号)が試作したF.R.P.製の円柱状のパ 吸水試験は向竹6本の中から 2本を長11出し本場のプ

表 1 F.R.P.製向竹の規格表

長さ 外径 内径 空中(

Nu 
(叩) (叩) (噛) 重量 kg

1 395 215 200 37 

2 400 215 200 46 

3 400 215 200 47 

4 400 215 200 45 

5 400 215 200 46 

6 400 215 200 45 

7 400 215 200 48 

8 400 215 200 48 

ィ手力
{肯考

(k， ) 
84.5 

、

90.0 

予備

~ 

S. 50. 10. 13.測定

-)レに沈子をつけ24時間沈め、その前後の重量をi則定

した。

漁獲試験は本場指導飴第2ちば丸 (118.58トン，ジ

ーゼル510馬力，生稲吉治船長他18名)に F.R目R製向竹

(6本接続、長さ23.95m) を装備し昭和50年10月17日

から12月4日までと昭和51年7月31日から 11月30日ま

でのサンマ漁期中 般のサンマ棒受網漁船の操業と同

線の方法で漁獲試験を行なった。

投揚網中の向竹中央引寄網、船首f則押竹支持網、船

首(則環網および前布ワイヤ の張力の測定は昭和50年

12月16日第2ちば丸により館山湾において実施した。

測定器は共和電業附のDPE-6E型動ひずみ測定器
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環綱および前f:Iワイヤの張力'1中竹の支持網の~I!力向竹中央引寄綱の強力

張力の測定法図3



にLT-2TC，LU-100KB荷重変換器を接続して

使用し、水中では柳計器鮒の自記式水中張力計(2T) 

を使用した。

mtl定法は図3に示したとおりである

中央引寄綱にかかる張力は次式によって算出した。

T 
t~ 

2 (1十四(J)

水中の漁具の深さは柳計器側の自記式j深さ計(250m

用)を図2に示したような位置に装着し張力測定時に

測定した。

結果および考察

1 )重量，浮力および形状

F. R.p.向竹の空中重量および浮力を孟宗竹のそれと

比較すると表2に示したとおりである。

表 2 F.R.P.製向竹と孟宗竹との比較

F.R.P 
(1孟0本宗)竹(8) (8孟本宗)竹(C) う言 う4(A) 

空中重量 (kg) 266 309 246 0.86 1.08 

ィ手 力 (kg) 534.5 324 258 1.65 2.07 

太さ(直f手)(，m) 21.5 30-35 0.65 

孟宗竹は8本あるいは10本使用しているのでそれぞ

れの場合を記したが、空中重量においてF.R.P.后l竹は

竹の90%~100%でほとんど軽量化されていない。浮力

についてはER.P. înJ竹の1. 6倍~2.0f，告となっている。

これはメーカーに試作させる際、サン 7棒受網漁具

の水中重量が219kgであるので余剰浮力をノド'1'重量の

50%みて、F.R.P.向竹の浮力は総計350kgとの条件で試

作させたが、メーカーでは強度的に余裕をみたために

重量的に重〈、浮力は逆に大きすぎる結果となった。

強度的に支障がない範囲で浮力からみてさらに細くし

軽量化する必要がある。

形状からみると竹は中央部が太く両端が細くなって

おり、中央部の直径が30~35cmであるのに対 L F. R.P. 

は直径21.5cmで、あるので竹の60%前後となっている。

また、 F.R.P.向竹は長さが4mの規格であるので取扱

いも便利であり予備も 1~2 本で十分である。

2 )たわみ

F. R.P. (6本接続長さ23.95m)向竹中心点をクレー

ンで吊りあげ両端が床面に着いた時に中心点と床面と

の距離は60cmで、あった。前年の簡易F.R.P.向竹が同様

の方法で測定すると255cmあり、竹はほぼこれに近いも

3 
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のと考えられるのでF.R.P.向竹のたわみは竹の約すで

ある。

したがって、 F.R.P.向竹は舷側の傾斜のゆるい本場

第2ちば丸のような船では支障はないが舷側が急傾斜

している船では収納がしにくいし、F.R.P.向竹自体の

疲労の原因にもなるものと考えられる。

3) J吸水

向竹として使用したF.R.P.6本の中から 2本を主11出

して24時間プールに沈めその重量を測定し沈める前の

重量と比較したのが表3である。

表3 向竹の水111に沈める前と沈めた{査の重量の比較

向竹 |枕める前の宅事|習室孟24時札守

400cm (cm) 

395cm (主豆)

46 

37 

46 

37 

S. 51. 2測定

重量の変化はみられなかったが、これは発泡剤が全

く吸水しないのではなく重量測定では表われなかった

と考えられる。サンマ棒受網の向竹として使用する場

合、向竹が海水中にあるのは 1日数日与間以内であるの

で吸水によって涼力が減少することはないと考えてよ

し、。

4) F.R.P.I旬竹による漁獲試験

第 2ちば丸は昭和50年7月29日千倉i巷をt中il巷以来12

月4日まで北海道j中から本県沖合に至る海域で23航海

のサンマ漁場調査を実施し付表lに示したとおり延202

同の操業を行ない130.9トンの{魚穫量をあげた。前年に

比較して操業回数で55回多く漁獲量では21告であった。

昭和51年は7月31日から11月10日まで16航海のサン

7漁場調査を実施し付表2に示したとおり延162回の操

業で108目 1トンと操業回数，漁獲量ともに前年の80%台

にとどまった。

昭和50年の操業ではER.P.向竹の試作が間合わなか

ったために孟宗竹を操業開始から10月3日まで使用し、

延125回、82.6トンの漁獲量をあげた。それ以後はF.R. 

R向竹を使用し延77凶、 48.3トンの漁獲量であった。

孟宗竹使用期間中で最も惑い海況は10月3日に風力

5で操業し漁獲量は0.3トンであった。また、 1網当り

の漁獲量で最も多かったのは 9月初日の10トンであっ

た。これらの操業において向竹に支障は認められず事

故もみられなかった。

F. R.P.I句竹は延77同の操業で海況が最も惑かったの

は風力4であったが支障はみられなかった。一般に揚

網時向竹は中央引寄綱および船首、船尾fRrJの環綱によ
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って引寄せる力が平均して作用するように配慮されて
41 

いるが、簡易F.R.P.向竹は船首i則と荷台尾側の環網のま

きあげ速度の相違で折損事故を起しているので、 10月

22日の操業時に風力3，漁獲量が5トンあったとき試

験的に船首(W]と船尾側の環綱のみによって揚網したと

ころ、 F.R.P.向竹は折損もなく、たわみもほとんどみ

られなかった。

昭和51年の操業はF.R.P.向竹のみで行なったが、海

況の最も惑い時で風力4であった。一方、 1網当りの

漁獲量では10月8臼に4回操業し18トンの漁獲量で1

網当り4.5トンが最も多かった。これらのときにはいず

れも支障は認められなかった。

しかし、 10月23日の最終操業時に船首側から 3本日

のパイプにキレツが生じているのを発見し船上で予備

のものと交換した。これは本年の漁期では155回目の操

業で、このF.R.P.，匂竹を使用しはどめてから通算する

と延232回目でほぼ1漁期の操業冊数に相当している。

以上、 2年にわたる操業において、F.R. P. ，oj 1tはキ

レツの生じた事故が1回あったのでこの対策を講じな

ければならないが、従来の竹に比較して漁具の展開が

容易で、取扱いやすく操業上支障はなく実用的にも十

分使用できると考えられる。

5)事故

昭和51年10月23日の最終操業において船首仰lから 3

本目のパイプlニキレツが発見されたので船上で予備の

ものと交換した。(写真)

当日の海況は風力3で特に悪い海況ではなく、漁獲

量も 4回の操業で2トンと 1網当り500kgで他の操業と

比較して多くはなかった。また、操業法としても特別

な方法はとらなかったので操作上の原因によるもので

はなく疲労によるものと考えられる。キレツの部分は

図4に示したとおり船首i則から10.6mのところで舷側

に装備されているサイドローラーのアームの部分とわ

ず、かに30cm離れた位置である。向竹は操業中や魚群探

索中には船のローリングやピ yチング在と、で30cm前後

は変化することを考慮するとキレツの位置はアームの

位置と会致すると考えてきしっかえない。このため今

回の事故はサンマ漁期中サイドローラーのアームと接

触し、スレなどによって疲労をおこし平常の操業でキ

レアを生じたと考えられる。

一一J 与とどの生ヒた位置

と-+_._.--. rf一一一辺offE寸。古im--'-""2t- ーム一品ょコc よE二]-L-
図4 第2ちば}Lのサイドロ ラ およびF.R.R旬竹の配置と F.R.P向竹の事故位置

したがって、 F.R.P.向竹はスレの起る可能性のある

吉日分にはゴムを当てるなどのスレ防止策を講ずるよう

十分配慮する必要がある。

6 )投揚網中の張力の変化

向竹中央引寄網，押竹支持網，荷台首側環綱および前

表4

揚網開始

向竹まき

あげ車与了

投J号制問中の張力測定時間

持耕一了J-;五「 11: 20: 20 111: 26 

f帯 考

石ワイヤ にかかる投傍網中の張力の測定はサンマ漁

場調査終了後、昭和50年12月16日館山湾ひおいて第2

ちば丸で表4に示したとおり 3回実施した。

向竹中央引寄網による荷量，押竹支持網および環網

の張力のI時間的変化は付図に示したとおりである。前

石ワイヤーの張力は装着した水中張力討の記録紙用ロ

ーラーが投揚網時の衝撃のためにはずれてしまい正確

な記録は得られなかった。



各綱類にかかる張力の最大値は表5に示したとおり

である。なお、中央ヲ!寄綱の張カは揚網中の速度が早

く網のなす角度が浪tl定できなかったので各部分の長さ

から計算によって求め修正した。これらの値は漁獲量

の多少にはほとんど影響を受けなよので操業中もほぼ

同ヒとみてよいであろう。

表5 投揚網中の張力の最大値

一~数 l回 2羽 3回 i苦 考

向竹中央引寄網
1巳王 274 kg 29k0 g 。~90・

投網 抑竹支持縞 24 22 

船首側環網 50以下 1回目のみ測定

向竹中央引寄網 417 331 472 

j号網 押竹支持網 50 60 44 

船首側環綱 50以下 1回自のみ測定

投1網目寺とJ詰編時の最大日長カを比較すると向竹中央引

寄網は揚網時が投網時の1.2-1.61i音の張力がかかり、

押竹支持綱では2倍以上かかっている。投網時の中央

引寄綱の張力は向竹の空中重量にほぼ等しい値である。

今回の測定では中央引寄網の張力に対して環綱にかか

る張力が非常に小さい{止を示しているが、これは揚絹

l侍に向竹に平均した力が作用するようにまきあげたの

ではなく主に中央ヲl寄綱でまきあげたためと考えられ

る。前石ワイヤーの張力は途中までの記録であるが最

大100kgを示した。この値は「いわき丸J での前石ワイ

ヤーの張力測定値とほぼ同じ{直である。

また、時間的経過をみると投網時は向竹の投入を開

始してから中央引寄網に張カが作用しなくなるまでの

時間はが~20秒である。中央引寄網に張力がかからなく

なるとこれに代って押竹支持綱に張力が働くという傾

向で向竹の海面への着水前に押竹で向竹を支えこれを

船から離すように押していると考えられる。

揚網時においては揚絹を開始してから向竹を吊りあ

げるまでに約80秒を要する。中央引寄綱に5張長力が{作乍用
;ナ→るのは開始i後去l臼5-2お5秒f後是でこれよりさら[にこ10-3初0秒

i後査に押竹支f持寺網に5張長力が均か、カか‘り爪、 いず

を島離量れる少し前に最大f値直を示している。

ここで中央引寄網の長さとその付近の最大張力およ

びその時点の平均張力との関係を示すと表6のとおり

である。網の長さが10mと5mでは最大張力および平

均張力ともにほぼ同l:11直を示している。また、最大張

力と平均張力を比較すると最大張力は平均張力の1.1倍

前後で網の長さによる差はほとんどみられない。

5 

表6 中央引寄網の長さとそのときの

最大張力および平均張力

弘治¥1回 2回 3回
3回の

{首青平均

346
k
' 213肩 320" 

H6937 hg 
最大

15m 平均 G20 
。=124"

187 293 

最大 378 331 472 394 
10m 

平均
。=116。

331 307 425 354 

最大 477 Lお4 383 
5m 

岡両 はお
。=90。

407 301 

以上の測定結果から湯網H寺の最大抵抗を求めると中

央引寄網lこ394kg，環網には各50kgの張力が働いたとす

ると 494k自の水平成分とをりこのときの網の附角カ吃2

度であるから抵抗は458kgとなる。また、!反に環網にも

中央引寄網と同様の張力が働いたとすると394X3~I ，

182kgの水平成分であるから1，096kgとなる。したがっ

て、揚網時の最大抵抗は450-1，OOOkgであろうと推算

される。このときのまきあげ速度は0.3，.，合前後である。

茨城県水試の試験船「水戸丸」が福島県水試と協力

して実最したときは 4引""の速度で約300kgであったこ

とからみると今回の試験結果は相当大きな値となっ亡

ている。

7 )水中における漁具の深さ

昭和50年12月16日館山湾において第2ちば丸の張力

測定時に3回実施した。各部の深さは表7に示したと

おり前石で水深20m，網の中央部で'24mから27mであ

った。 ホ深言十が2f固のために水中の網成りまではi則定

できなかった。測定時は潮流もほとんどなかったので

このような深さであったが、潮iftがあるときは相当j圭

くなるであろう。

表 7 水中における漁具の水深

前石

網中央

1 回 2 回 I3 回

21m 120m 120m 

27 m I 24 m I 24 m 
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今後の問題

F. R.P.向竹は昭和50年， 51年の2年にわたって漁獲

試験を行なった結果実用的に十分使用できると思われ

る。しかし、昭和51年10月23日には一部にキレツが生

ずる事故が起ったのでこれらを改良することはもちろ

んであるが、今後長期にわたりその耐久性などについ

て試験を継続する必要がある。

また、今後F.R.P.向竹の普及を図るためには次の点

をを検討する必要があろう。

まず、今回のF.R.P.向竹は強度を重視したために従

来の竹に比較して重量的にはほとんど軽量化されず、

たわみも小さく船型によっては収納しにくいものとな

っているので、強度を保持しつつ軽量化を図るととも

にたわみも現在の2倍程度とし、いずれの船型でも収

納しやすくすることが必要で、ある。

次に価格であるが、現在のサンマ棒受網漁船が使用

している孟宗竹は1本約3，000円であるので予備を含め

ても年間50，000円以内である。したがって、F.R.P向竹

は耐用年数を考慮しなければならないが、竹の価格と

均衡する{同格で生産できるような材質、製法在どを検

討する必要がある。

要約

1) F.R.P.向竹は直径21.5cm，長さ 4mの規格で6本

接続し空中重量で266kg，浮カで534.5kgで竹に比較

して重量で0.86~1. 08倍、浮力で1. 65~2.07倍、直

f壬で0.651，音で、あった。

2) F. R.P.向竹 (6本接続し23.95m)中心点をクレ

ンで吊りあげ両端が床面に着く;状態で中心点と床面

との距離は60cmであった。

3) F. R.p.向竹の6本の中から 2本を抽出して24時間

水中に沈め、その前後の重量測定を行在ったが変化

はみられなかった。

4 )第2ちば丸は昭和50年に 7月29日から12月4日ま

で23航海、延202困，昭和51年には7月31日から11月

10日まで16航海、延162回漁獲試験を実施しそれぞれ

130.9トン， 108.1トンの漁獲量をあげた。

F.R.P.向竹は昭和50年10月4E1以降使用し延239聞

の漁獲試験を行なったが、操業上支障は認、められな

かった。

5) F. R.p.向竹は昭和50年および昭和51年の2年の漁

獲試験において昭和51年10月23日に船首側から 3本

日のパイプにキレツを生じる事故が1回みられたO

F. R.P.向竹の使用開始以来延232回目であった。

6 )昭和50年12月16日館山湾において第2ちば丸によ

り投揚網中のF.R.P.向竹中央引寄網，押竹支持網，

船首(HIJ環網および前石ワイヤーにかかる張力をiJllJ定

した。

投網時の最大張力は中央引寄網で274~290kg ，押

竹支持網で22~24kg であった。

揚網時の最大張力は中央ヲ l寄網で331~477kg ，押

竹支持綱で、"44-60kg，環網は50kg以下であった。前

石ワイヤーは記録紙用ローラーが途中ではずれてし

まったが、最大100kgであった。

7) I昭和50年12月16日の張力測定時に漁具の水深をiJllJ

定した。

前石で水深20-21m ，網中央部て、24~27m であっ

日

~。
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F. R. P.向竹の事故ケ所(船上でキレツ部から折った)

第2ちば丸に装備されたF.R. P向竹

操業中のF.R. P.向竹
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付表 1 昭和50年サンマ棒受綱試験操業結果(第 2ちぱ丸)

昭和50年
漁場位置 操業時間

気象 海 ィ兄 操業
漁獲量 [胃 考

月 日 天候風 向風 力気 圧 気温 水温 回数

44・-24.0' N mb ℃ ℃ 
13.00h0 g 

灯付不良
8. 5 149・ 22.0'E I 20:0()- F SW 2 1004.0 19.0 10.3 13 

ハネ、ナガシ

A乃ヤ
44・ 26.0'N :%02: 
149・ 17.0'E 

8. 7 44・ 35.0N 00:00 
BC  N 1 1002.5 14.0 11.2 7 7，000 ナガシ

149・ 22.0'E ~03:00 

8.10 
44・-21.0' N 20:00 

F S E 2 1021. 0 17.0 10.9 4 1，500 ナプFシ
149・-04.0' E ~22:00 

8.11 
44・-36.0' N 02:00 

F SE 1 1020.0 15.0 11.4 4 6，000 
ハネ

14γ-20.0' E ~03:30 ナガシ

8.12 
44・-39.0' N 00:40 

F S 2 1014.0 17.0 10.5 4 2，500 
ノ、才、

14γ-56.0' E ~01:30 ナガシ

b 
44・ 35.0'N 21:40 F S E 1 1009.0 19.0 12.0 5 500 ナガシ
149・-25.0'E ~22:20 

8.21 
44・-51.0'N 19:40 

F SSW2 1008.0 17.0 11.7 2 200 
ハネ

149・ 10.0'E ~20:20 すガシ

" 
44・-45.0' N 21:30 

F SSIV2 1007.0 17.0 10.2 2 200 
ノ、才、

149・-00.0' E ~22:10 ナガシ

8.28 
44・-05.0' N 23:50 

F NE 2 1015.0 17.0 13.4 1 80 すガシ
148・ 12.0'E ~24: 10 

8.29 
44・ 04.0'N 02:20 F N E 2 1015.0 17.0 11.0 l 50 

ハ才、

147・ 52.0'E ~02:30 ナガシ

イシ
44'-04.0' N 03:00 

F NE 1 1015.0 17.0 11.1 3 3，500 
ハキ

147・ 49.0'E ~04: 10 ナガシ

a乃〉 44・ 10.0'N 21:10 
F E l 1018.5 15.0 12.0 I 100 

ハネ
147'-43.0' E ~21:25 サガシ

8.30 
43・-56.0' N 00:40 

F NE 1 1018.0 14.0 11.0 1 80 
ハオ、

147"-49.0' E ~01:05 Fガシ、水色 5

イシ
44・ 00.0'N 02:00 

F NE 1 1018.0 14.0 11.5 5 4，500 
ハ才、

147・-50.0' E ~04 自日 ナガシ

9. 4 
44・-25.0' N 22: 10 F N 3 1018.0 15.0 10.0 1 30 

ナガン、水色5
148・-35.0'E ~22:30 。放流348尾

9. 5 
44・ 14.0'N 01:30 

C N 3 1018.0 18.0 14.1 I 40 放流364尾148・ 04.0'E ~01:45 

" 
43・ 47.0'N 21:00 F E 2 1019.0 14.0 12.2 5 1，200 

ナガシ
147 -38.0' E ~23:20 放流1，294尾

9. 6 
43・ 46.0'N 0J:30 

C E 2 1018.5 16.0 13.8 1 1，000 
，)、サノカ昆り

147・-30.0' E ~01:50 ナガシ

9.11 
43・ 33.0'N 23:20 

C SSIV3 1006.0 17.0 10.5 4 3，200 
ナガシ

148・ 05.0'E -24:35 本色 5

9.12 
43・-35.0' N 01:30 

C w 2 1006.0 15.0 10.3 1 150 
放流476尾

148・ 03.0'E ~01:45 ナガシ

" 
43'-35.0' N 02:45 

C ¥¥' 2 1007.0 15.0 10.3 2 200 
放流862尾

148・ 07.0'E ~03:20 ナガン

" 
43・ 36.0'N 03:50 

C w 2 1007.0 15.0 10.2 I 50 放流400尾148・-13.0'E ~04: 10 

イシ
43・ 25.0'N 19:40 

BC s 1 1010.0 18.0 11.3 l 50 ナガシ148・ 40.0'E ~20:00 

" 
43'-25.0' N 20:40 

BC  S 1 1010.0 17.0 11.0 3 600 ナカ'シ
148'-43.0' E ~22:00 

9.13 
43・-35.0' N 19:30 

F SI¥' 2 1005.0 18.0 10.6 2 300 
ナガン

148・ 05.0'E ~20:20 本色4

。 43・-41.0'N 21: 10 
F SW 1 1005.0 15.0 11.4 5 2，000 ナガシ

148' -07 .0' E ~23:30 

9.14 
43・-42.0' N 00:30 

C NW 1 1自07.0 15.0 10.7 6 2，000 ナガシ
148・ 07.0'E ~02:30 
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昭和田年
漁 場位置 諜業時間

h ヌt 象 :年 j兄 操業
漁獲量 [藷 考

月 日 天候風 向風jJ 気圧 気 i且 水温 同数

9.14 
43' -41.0' N 03:10 

C NW 1 100m7u 0 15.U 0 12.U 2 4 2.500 kg 放流400尾

148' -09.0' E -04:30 ナガシ

9.20 
43'-29.0 N 21: 10 C SE 2 1021.0 14.0 9.9 4 2.000 

ハネ

148・35.0'E -22:50 ナガシ

9.21 
43園 32.0'N 01: 10 

C SE 3 1020.0 15.0 10.8 2 200 
ハネ

148・35.0'E -01:45 7カe シ

9.22 
43' -29.0' N 18:00 

C SSE2 1011. 0 14.0 9.5 3 300 
ハネ

148・30.0'E -19:自5 ナガシ

• 43'-33.0' N 20:00 C S SE 2 1010.0 14.0 8.7 1 200 ナガシ
148・25.0'E -20: 15 

9.29 
43・22.0'N 17:45 

BC SSW2 1014.5 16.0 8.5 2 18.000 ハ;.、
148'-31.0' E -19:30 

10. 2 
落 00・50

C S E 1 1021.0 16.0 13.6 2 500 
ナカ'シ

sハV 15.0' -01:25 ホ色6

イシ
43・31.0'N 19:10 

BC S E 2 1020.0 13.0 10.2 2 400 ナガシ
148'-31.0' E -19:45 

イシ
43・31.0'N 20: 10 

BC S E 2 1020.0 12.0 11.3 2 500 ナガシ
148'-26.0' E -21:10 

" 
43・32.0'N 21:15 

BC S E 2 1020.0 12.0 11.5 5 1.200 すガシ
148' -24.0' E ~22:50 

10. 3 
43・31.0'N 02:25 

BC SSE3 1018.5 13.5 9.5 4 2，000 ナガシ
148'-36.0' E ~04:00 

イシ
43・38.0'N 17:45 

C S 2 1013.0 12.0 8.8 3 2.500 ナガシ
148・36.0'E -18:50 

。 43'-40.0' N 19:50 
C S 4 1011.0 12.0 9.1 4 2.000 ナカv シ

148・27.0'E ~21:30 

• 43・41.0'N 22:25 
C 5 5 1010.0 13.0 9.5 1 300 すガシ

148・21.0'E ~22:40 

10.20 
43'-34.0' N 02:00 F E 2 1014.0 14.0 11.1 1 

放流200尾
147' -05.0' E ~02:30 FRP製向竹f世間

" 
44・03.0'N 17:00 

C NW 1 1011.0 15.0 10.4 3 600 ナガシ
147・52.0'E ~17:30 

& 
43'-53.0' N 23: 15 B NNW2 1013.0 12.0 11.3 7 4.000 ナガシ
147・56.0'E ~01:35 

10.21 
43・51.0'N 02: 10 C N 3 1015.0 12.0 11.3 3 1.500 

ノ、'f、

148・-06.0' E 一03:15 ナガシ

" 
43・45.0'N 17:50 

C E 3 1021. 0 10.0 11.4 2 1.000 ナガン
147・-57.0'E ~18:20 

ぞシ
43'-45.0' N 20:30 

C E 4 1022.0 9.0 11.5 3 700 
ハネ

148'-00.0' E ~21: 10 すガシ

10.22 
43・-47.0'N 00:00 

C E 3 1022.0 9.0 11.1 3 3.000 
ハネ

148'-08.0' E ~01:30 ナガシ

今
43・47.0'N 18: 10 C NE 4 1027.0 10.0 10.7 4 3.000 ナノfシ
148・09.0E ~20:00 

イシ
43・-47.0'N 20:50 

C NE 3 1029.0 8.0 10.7 1 100 ナガシ
148・-12.0'E ~21:00 

" 
43・-51.0' N 22:20 

BC NE 3 1028.0 8.0 10.5 5 10.000 jトガシ
148・09.0'E ~01:30 

10.23 
43・-49.0' N 02:20 

BC NE 2 1028.0 8.0 10.6 2 200 ナガシ
148・-10.0' E ~03:00 

" 
43'-47.0' N 03:30 

日C NE 2 1028.0 8.0 10.5 2 2.000 放流820尾
148'ー 14.0'E ~04: 10 

10.27 
42'-36.0' N 18: 15 B SW 2 1017.5 16.0 10.4 1 60 

小サパ混り

144'-49.0'E ~18:30 水色5

10.28 
42・36.0'N 00:目。

B N 3 1021.5 14.0 10.8 1 500 ナガシ
145・15.0'E ~OO: 15 
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昭和50年
漁場位置 操業時間

気象 ;年 況 操業
漁獲 量

月 日 天候風向風力 気日 気温 水温 回数 {首 青

42・-52.0' N 04:30 mb 
12む0 

て3 k， 
10.28 145・-46.0' E ~05:00 

B N 2 1021.0 11.1 2 200 十封fシ

" 
42・-54.0'N 17:30 

C SE 3 1016.5 12.5 11.1 1 300 ナガシ
145・ 42.0'E ~17:45 

。 42・ 52.0'N 19:20 
R SE 3 1016.0 12.0 11.1 l 300 ナガシ

145・ 43.0'E ~19:35 

。 42'-49.0' N 20:40 
C SW 2 1015.0 13.0 11.1 1 800 

ナガシ

145'-48.0' E ~21:00 本色4

b 
42・ 51.0'N 22:40 

C SSW3 1014.0 15.0 11.0 4 3‘000 ナガシ
145・ 33.0'E ~24:20 

10.29 
42・-48.0' N 。1:20

C SSW3 1014.0 12.0 10.8 3 3，自00 7'ffシ
145・ 30.0'E ~02: 10 

" 
42・ 39.0'N 04:00 

C SSW3 1013.0 12.0 10.6 1 1，500 ナガシ
145・-22.0'日 ~04:20 

4シ
42・ 38.0'N 17:00 

R NE 3 1006.0 12.0 10.5 I 300 
小サパ混り

145・-25.0'E ~17:30 ナガシ、本色4

10.31 
42'-50.0' N 19:30 B 日 1 1028.0 9.0 10.7 2 1，500 

ナガシ

145'-37.0' E ~20:10 ホ色4

。 42・ 52.0'N 21・10
日 E 1 1027.5 9.0 10.7 2 1，500 ナガシ

145・ 43.0'E ~21:45 

• 42'-59.0' N 
145・ 45.0'E 

23: 10 
~24:00 

B E 1 1027.0 9.0 10.6 2 2，000 ナガン

11. 1 
43・ 00.0'N 02: 15 B E 1 1027.0 11.0 10.1 l 2，000 

ナ方シ

145・-52.0' E ~02:35 ホ色4

。 42・ 58.0'N 04: 15 日 NW 2 1027.0 10.0 10.1 1 400 
ナガシ

145・-52.0' E ~04:30 *色4

。 42・ 51.0'N 18:00 B NE 2 1029.5 12.0 10.5 1 150 
ナガン

145・ 41.0'E ~18:20 ホ色4

11. 2 
42・ 50.0'N 21:30 

C N E 2 1027.0 10.0 9.8 2 1，300 
ナガシ

145・-31.0' E ~22' 00 *色4

• 42・-53.0' N 23:40 C NE 2 1026.5 10.0 9.9 1 200 
ナプfン

145'-38.0' E ~24:00 本色4

11. 3 
42・ 52.0'N 03:45 

C NE 2 1026.0 10.0 9.7 2 1，000 
ナガシ

145・ 36.0'E ~04:30 本色4

11.21 
39'ー 13.3'N 17:00 

BC 5 2 1024.0 15.0 15.8 1 100 ナガシ
141' -58.5' E ~18:00 

11目25
39:-06.8' N 16:50 

R WSW3 1015.0 君。 15.0 1 1自日 ナカぜシ
141'-57.7' E ~17: 15 

イシ
39・-31.0' N 22:45 

BC NW 2 1019.0 10.0 15.2 I 500 ナガシ
142・-11.7'E ~23:20 

11.26 
39・ 32.6'N 00:30 

BC NW 2 1019.0 10.0 14.6 2 300 ナガシ
142・ 06.5'E ~01:35 

今
39・ 32.8'N 03:自日

日C NW 2 1020.0 8.0 14.4 1 80 ナガシ
142・-05.2' E ~03:35 

。 泊。-09.2' N 22:30 
C W 1 1020.0 11.0 15.1 2 700 7カ'シ

141・-58.5'E ~23:33 

11.27 
39・ 08.3'N 00:00 

C w 1 1020.0 11.0 14.9 1 150 ナガシ
141・ 57.0'E ~00:30 

• 39' -01.3' N 01:30 
C w 2 1019.0 11.0 16.1 1 250 ナカe シ

141'-55.5' E ~02:00 

12. 3 
35・ 52.2'N 

18:00 B NE 1 1023.0 13.0 15.1 1 60 中小
141・-04.4' E 

ぇJ.l、 計 202 130，980 
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付表 2 昭和51年サンマ棒受網試験操業結果(第 2ちば丸)

昭和51年 i車 場 位 置 操業時間
気 皐 海 況 操業

漁獲 量 I昔 考
月 日 天候風向風力 気圧 気温 本温 回数

43・23.0'N mb ℃ ℃ 100 kg t~淡、ナンキン
8. 5 147・-48.0'E 

02:00 C NE 2 1005.0 18.0 12.7 1 
灯付並

8. 6 
44'-33.0' N 

21:00 F NE 1 1014.5 12.0 9.4 1 100 中小
149・08.0'E 

" 
44・-20.0' N 21:00 

F NEl 1014.0 10.0 9.0 8 3，000 
淡群、ナガシ

148・-48.0'E ~00:30 大中小、灯付並

8. 7 
44・-12.0'N 

03:00 F NE 1 1014.5 10.0 9.5 6 3，000 大中小
148'-48.0' E 

ク
44'-02.0' N 19:30 

C SI<: 1 1011.5 10.0 由。 8 5，000 
淡群、ナガシ

148' -21.0' E ~00:45 大中小、灯付並

8.11 
44' -03.0' N 20:45 

C NNE3 1007.5 11.0 9.5 5 8，000 
148・28.0'E ~22:00 

" 
44'-02.0' N 22:30 C NN E2 1009.0 10.0 8.5 2 1，000 

ナガシ、n1t良
148・29.0'E ~23:10 大中小

8.12 
44'-01.0' N 00: 15 C NNEl 1009.0 9.0 8.0 1 300 
148・25.0'E ~00:35 

8.15 
43'-38.0' N 

22:30 C NNEl 1016.5 12.0 9.0 1 30 ジャミ群
147・41.0'E 

8.16 
43・-44.0'N 。1:30

C N E 1 1016.0 10.0 8.9 2 800 147' -47.0' E ~02・ 20

。 44'-05.0' N 19:20 
C E 1 1018.0 12.0 8.0 1 70 中小

148・-06.0' E ~19:40 

• 44・-04.0' N 22: 10 
C N 1 1019.0 11.0 8.5 1 50 中小

147'-56.0' E -22・20

イシ
44'-03.0'E 22:50 C N 1 1018.5 11.0 8.5 1 100 中小
147'-56.0' E ~23:00 

8.17 
43'-51.0' N 02:50 

C N 1 1018.0 11.0 7自 2 1，000 
148・12.0'E ~03:40 

今
43・-41.0' N 20: 20 

C w 1 1019.0 11.0 9.0 2 500 147'-59.0' E ~20:50 

イシ
43・40.0'N 23: 15 

C S 1 1019.0 11.0 9.1 2 700 147'-59.0' E ~23:50 

8.22 
44・-45.0' N 20:30 

C s 1 1007.0 15.0 8.3 2 350 148'-42.0' E ~21 ・ 25

8.23 
44・37.0'N 02: 10 

C S 2 1008.0 12.0 8.1 2 350 
148・-22.0' E ~02: 50 

8.24 
44'-35.0' N 01:25 c SW 2 1010.0 14.0 10.3 2 500 148・03.0'E ~02:00 

ゐ
44・-29.0' N 19:00 

BC ¥y 1 1012.0 16.0 11.5 2 300 大中小
148・-00.0' E ~19:20 

" 
44・-25.0'N 20:20 

BC ¥y l 1016.0 12.0 10.4 2 1，000 
148・-00.0'E ~20:50 

8.25 
44'-30.0' N 00:05 B ¥v 2 1017.0 13.0 g事 2 500 147'-58.0' E ~OO: 15 

" 
。 01:35 

B WNW3 1017.0 12.0 10.0 2 600 
.~02: 10 

8目 31
44'-39.0' N 0):50 

F ¥v 2 1016.0 17.0 14.0 1 300 149・11.0'E ~02:00 

• 45・-43.0'E 19: 10 
B NE 1 1020.0 12.0 8.8 2 150 

151・02.0 N ~20:00 

• 45・-38.0' N 21:05 F NE 1 1020.0 12.0 8.6 7 3，000 中小
151 .ー11.0'E Lケ23:40 
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昭和51年
漁場位置 操業時間

気 皐 海 況 操業
漁獲 量 i首 考月 日 天候風向風カ 気圧 気温 水温 回数

45 ・ ~38.0' N 00:00 mb ℃ ℃ kg 

9. 1 151・11.0'E -03:00 
F SE 1 1019.5 10.0 8.6 20 12，000 

• 45 ・ ~36.0' N 18・30
C NE 1 1019.0 13.0 5.9 2 200 大中小

151・07.0'E -19:00 

• 。 19:40 
-20:10 

C N E 1 1019.0 11.0 8.5 2 170 • 

9.29 
40・一17.0'N 21:00 

BC SW 1012.0 18.0 18.6 5 1，000 大中小
141・59.0'E -24:00 

9.30 
40・~09.0' N 20:00 

C SE3 1016.5 19.0 18.1 1 1，000 ハネ
142'~ 03.0' E -21・00

10. 1 
39 ・ ~23.7' N 04:00 

C S SE 3 1016.0 17.5 18.3 4 3，000 
ハネ、中大

142'~06.7' E -05:30 灯付やや良

10. 8 
36' ~ 37.0' N 03:00 

B NE 1 1021.0 21.0 20.1 4 18，000 
ハネ、大中

141 ・~ 10.0' E -05:00 灯付良

10. 9 
36・36.0'N 03:03 

C NE 3 1020.0 21.0 19.8 8 5，000 
ハネ、大中

141 ・~05.0' E -04:00 灯付不良

10.12 
36・45.0'N 

24:00 C SW 2 1023.0 17.5 19.2 I 50 
141・21.0'E 

10.16 
39・←23.5'N 21:00 

C NE 2 1020.0 15.0 17.3 4 1，000 
142 ・ ~12.0' E -24:00 

10.17 
39・53.0'N 18:00 

BC N 3 1016.0 19.0 17.4 l 3，000 
142 ・~05.3' E -21:00 

10.18 
39・~ 36.0' N 00:00 

BC N 3 1016.0 15.0 16.8 13 20，000 
142・15.0'E -03:45 

10目 19
39・~ 35.0' N 。1:30 BC SW 2 1018.5 17.0 16.7 1 放流550.尾
142・11.0'E 

• 40・00.0'N 04:40 
BC SW 3 1018.0 17.0 17.3 2 放流620尾

142・~03.0' E -05: 15 

• 40・33.0'N 20:20 c SSEl 1016.0 19.0 17.6 1 放流440尾
141 ・ ~45.5' E -21:20 

10.20 
40・44.0'N 

C SSE2 
i漁獲量

放流110尾
141・40.0'E 

。1:00 1015.0 18.0 17.5 3 
11.000 

b 
40・23.0'N 
141・~52.0' E 

04:40 C SSE2 1014.5 17.5 17.4 2 放流540尾

。 " 05:25 C SSE2 1014.5 16.5 17.6 1 放流400尾

10.22 
40'~29.8' N 17:40 c SW 3 1016.0 16.0 17.3 12 7，000 

ハネ、大中小
141' -42.0' E -20:00 灯付並

10.23 
39・-55.0' N 03:00 

C N 3 1015.0 16.0 16.8 4 2，000 
放流500尾

142・~ 04.0' E -05:30 -向竹折損

10.24 
39・-08.0' N 00:00 

C E 1 1011.0 17.0 16.8 2 2，000 
ハネ、小

142・12.0'E -01:00 灯付並

10.27 
37・40.0'N 00:45 

BC W 2 1016.5 14.0 18.6 3 300 
ナガシ、灯付不良

142'-21.0' E -03:03 t~淡群

10.31 
36・-40.0' N 02:00 

C S E 4 1018.0 18.0 18.8 1 400 
ナガシ、大中小

141'~18.0' E -03:00 灯付設

11. 8 
35・-53.6' N 

22:00 C NW  2 1019.0 20.0 17.2 l 200 中大小
l4l '~09.2' E 

言f 162 108，190 


